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１　監視結果の概要
１.１ 環境監視の実施状況
環境監視計画に基づく平成22年5月の環境監視については、次表の実施日に記載のある項目について実施した。
	監視項目
	測定・調査項目
	調査範囲
	調査点
	調査頻度
	実施期間
	実施日

（5月分）

	騒　音
	航空機騒音
	大阪湾沿岸地域及び飛行経路周辺地域
	11地点
	常時測定
	将来に

わたり

実施
	常時観測

	
	
	
	10数地点

	年1回程度
	
	－

	
	飛行経路・高度
	
	数箇所
	
	運用開始

3年後まで
	　　－


	低周波音
	航空機の低周波音
	大阪湾沿岸地域
	数地点
	
	
	－


	大気質・

気  象
	窒素酸化物(二酸化窒素、一酸化窒素)、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、炭化水素(メタン、非メタン)、風向・風速
	空港島対岸部
	1地点
	連続測定
	運用最大時の3年後まで
	常時観測

	
	窒素酸化物(二酸化窒素、一酸化窒素)

浮遊粒子状物質、風向・風速
	
	2地点
	
	
	

	水　質
	透明度、水温、塩分、ｐＨ、ＤＯ、

ＣＯＤ、Ｔ-Ｎ、Ｔ-Ｐ、クロロフィルａ、

ＳＳ
	空港島周辺海域
	4点
	年4回(四季)
	運用開始

3年後まで
	16日

	
	
	内部水面海域
	3点
	
	
	

	底  質
	泥温、粒度組成、強熱減量、ｐＨ、

ＣＯＤ、硫化物、Ｔ-Ｎ、Ｔ-Ｐ
	空港島周辺海域
	4点
	年2回

(夏季、冬季)
	運用開始

3年後まで
	－


	
	
	内部水面海域
	3点
	年4回(四季)
	
	16日

	海域生物
	植物プランクトン
	内部水面海域
	2点
	年4回(四季)
	運用開始

3年後まで
	16日

	
	動物プランクトン
	
	
	
	
	

	
	底生生物
	空港島周辺海域
	4点
	
	
	

	
	
	内部水面海域
	3点
	
	
	

	
	漁業生物
	空港島周辺海域
	4点
	年3回（春季、

夏季、秋季）
	
	12日


１.３ 監視結果の概要
（１）騒音
泉大津市、泉佐野市、岬町、貝塚市、大阪市、和歌山市、日高町、淡路市、洲本市、南あわじ市の常時観測局における航空機騒音の測定結果は、すべての地点で環境基準値を下回っていた。
（２）大気質
佐野中学校局（羽倉崎）における二酸化硫黄、また、C局(りんくう南浜)、L-2局(箱作)、佐野中学校局（羽倉崎）における二酸化窒素、浮遊粒子状物質は、いずれも管理目標を満足し、環境基準値を下回っていた。

（３）水質
●周辺海域（C1～C4）
  ＣＯＤＭｎは、上層において1.7～2.4mg/L、下層において1.6～2.1mg/Lの範囲にあった。

　Ｔ－Ｎは、上層において0.11～0.36mg/L、下層において0.11～0.27mg/Lの範囲にあった。

　Ｔ－Ｐは、上層において0.021～0.11mg/L、下層において0.025～0.037mg/Lの範囲にあった。

　ＳＳは、上層において、＜１～２mg/L、下層において１～６mg/Lの範囲にあった。
●内部水面（N1～N3）
　ＣＯＤＭｎは、上層において1.4～2.4mg/L、下層においては全地点で1.7mg/Lであった。
　Ｔ－Ｎは、上層において0.08～0.30mg/L、下層において0.09～0.42mg/Lの範囲にあった。

　Ｔ－Ｐは、上層において0.025～0.029mg/L、下層において0.031～0.039mg/Lの範囲にあった。

　ＳＳは、上層において１～５mg/L、下層において２～４mg/Lの範囲にあった。
 （４）底質
●内部水面海域（N1～N3)
　底質のＣＯＤは、12～22mg/g（乾泥）の範囲にあった。
（５）海域生物
　春季における海域生物として、周辺海域において底生生物と漁業生物、内部水面海域においてプランクトンと底生生物の調査を行った。
●周辺海域
　主な出現種として、底生生物はシズクガイ、星口動物門の一種、漁業生物はマコガレイ、メイタガレイなど大阪湾に普通にみられる種が確認された。
●内部水面海域
　主な出現種として、植物プランクトンは スケレトネマ　コスタタム、レプトキリンドルス　ダニクス、クリプト藻綱、動物プランクトンは橈脚亜綱のノープリウス期幼生、オイトナ属のコペポダイト期幼生、底生生物はカタマガリギボシイソメ、シズクガイなど大阪湾に普通にみられる種が確認された。
